
プレスリリース                                        令和７年２月７日 

報道関係者の皆様からの取材 

お待ちしております 

 

学校給食×食品ロス削減 

里芋コロッケが登場 

 東大和市内で獲れた里芋をふんだんに使った「里芋コロッケ」を学校給食で提供します。この里芋は、孫芋に  

比べ硬いとされている“親芋や子頭”の部分も使用しています。これまでは農家の方が捨てていた親芋や子頭

を、学校給食に利用することで、環境に配慮した取り組みを実践しています。 

農家の方から集めた芋を、加工会社でペースト状にし、学校給食センターで調理員が一つ一つ手作りをして

います。芋をペーストにすることで、「ホクホク＆とろりとした食感」が一度食べたら忘れられない一品です！！！ 

※今回は全校分で約５１０ｋｇの全量東大和市産の芋を使用する予定です。 

提供日：令和７年２月１７日（月）～１９日（水）の３日間 

＊市内の小中学校 15校を 3 つのコースに分け順番に提供しているため、提供日が 3日間となります。 

。  

＜取材お待ちしています＞ 
東大和市役所教育部教育総務課 担当 加藤 泰正（カトウ ヤスマサ）  

☏：042-563-2111 内線 1510 ✉：kyushoku@city.higashiyamato.lg.jp 

里芋コロッケ 

※写真は昨年度のものです。 
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〈実際の里芋の様子〉 


